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　2003年度は駿河台校地B地区への新校舎建設にともなう新博物館設置準備の最終年度
となった。新博物館の建設計画と言うと、本学の博物館の場合、その創設以来、収蔵品
の増加や事業の発展にともない、周期的に施設の移転を繰り返してきた経緯もあり、常
に新たな博物館構想が練られつづけて来たとも言える。小川町校舎時代（1966～1981）
には大学会館への移転を、大学会館に移転（1985～2004）後は、現リバティタワーの計
画時期においても常に新施設の検討が繰り返されていた。そして、現在地（B地区アカ
デミーコモン）における新博物館建設の準備作業を一番最初に遡るとすると、B地区へ
の新博物館設置プランが総合施設整備推進室（当時・後、管財部B地区推進課、～2003）
から提示された時点ということになる。A地区リバティタワーの建設工事が軌道に乗っ
た1997年の年初のことであった。この時、提示された内容は全くおおまかなプランであ
り、B地区（旧大学院・5・6・7号館跡地）の新校舎に博物館が収容されるという程
度の内容であった。
　具体的な新博物館建設準備が開始されたのは、1999年の秋、同推進室から、B地区新
校舎の建設資料作成のため、新博物館建設構想の概要提出を求められた頃ということに
なる。博物館事務室では、先述の通り、折につけ新博物館の建設に関する構想を練り、
他館の視察や部内での討論会を開催していた。翌2000年3月には、いよいよ総合施設整
備推進室・博物館事務室・歴史編纂事務室（現大学史資料センター）の担当者による博
物館建設検討プロジェクト・グループ（PG）が発足し、具体的な施設建設に関する準備
作業が始まった。刑事・考古・商品の3つに分かれていた博物館であるが、実際には各
館の施設を共用する形で業務は進められていた。新博物館の建設にあたっても、3館が
別個に同様の施設を有するのではなく、常設展示室以外の部分は可能な限り共同利用す
る方針がとられた。また、展示という機能を同じくする大学史の展示室を、利用者の便
宜を考えて収容することになった。設計会社から施設計画の具体案が図面とともに提示
されたのは、もう、年の暮れに近い頃であった。
　2001年の年明けからは、図面を元に本格的な検討が始まり、PGも回数を重ねていった。
最終案の検討段階となった年度末3月頃の図面は、当初案からは二転三転、大幅に変更
が加えられたものとなっていた。その結果を受け、設計会社が実施設計図を作成、8月
には理事長から「B地区実施計画」が公示されてB地区新校舎の全容が明らかになった。
しばらくの中休みをはさみ、年の暮れから再開されたPGでは、今度は、特別展示室・常
設展示室の設計に関する検討が始まった。前年の建築設計と同様、年初から本格化した
討論は、新年度にまたがる数次にわたった。2002年6月、展示室の実施設計図が完成。
夏期休暇期間をはさんだ10月に入り、つづいて、展示製作に関するプロジェクト・グルー
プが、管財部B地区推進課（総合施設整備推進室から改組）、同用度課、博物館事務室、
歴史編纂事務室、久米設計、丹青研究所の各担当者によって編成された。この検討委員
会は開館直前の2004年3月まで1年半にわたり計11回が開催された。さらに、細かな展
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示内容については、各館ごとに学芸員と丹青研究所の担当者とによる分科会が開かれた。
　2002年の暮れからスタートした展示計画の策定は、2003年の5月末までにはプランの
細部が確定し、6月からは説明パネルやキャプションなどグラフィック類の製作準備が
始まった。同時に、展示案内図録の原稿執筆も進められた。8月にはグラフィックの初
校が出、以後、年内一杯をかけて数次の校正作業がおこなわれた。開館5ヶ月前の11H
初頭、図録・リーフレット類の原稿入稿。暮れにかけて校正作業がおこなわれた。12月、
アカデミーコモン竣工。未だ収蔵室・展示室はがらんとした空間のままである。
　2004年の年明けには、移転準備作業が本格化した。2月半ばの展示列品作業までの約
1ヶ月を利用しての強行軍であったが、タイム・テーブル通り作業は進捗して行った。
入試期間とも重なったのべ8日間の列品作業は、連日、深夜までの作業となったが、月
末には完成。検収の後、3月6日の新校舎アカデミーコモンの竣工式典において、参列
者に常設展示室が公開された。展示室の完成にほっとする間もなく、月末にかけて、本
格的な移転作業が始まった。収蔵室の移転は、搬出日の間際まで夜遅くまで梱包作業が
つづき、貴重資料をはじめとする資料の一部は、月末にかけて手作業で運搬された。早
い段階で整理作業を終えた図書室移転は丸3日間かけて終了。新しい書架にすべての蔵
書がならんだ。そして、事務室移転。この、一連の移転作業に平行し、特別展「韓国ス
ヤンゲ遺跡と日本の旧石器時代」展の準備が進められるなど、業務は繁忙を極めた。そ
して、3月31日には、無事、新博物館開館と記念特別展覧会開幕の記念式典ならびに内
覧会を挙行することができた。新しい博物館は、学内共同利用機関としての性格を強く
打ち出し、利用促進を図るため、3館分立という組織が改められ、新たに「明治大学博
物館」として再出発することが検討されていた。そして、4月1日付で博物館規程が改
正され、1人の館長の下に業務が遂行される体制がとられることになった。常設展示は
引き続き旧3博物館の展示を3部門として引き継ぐ形となったが、特別展示室が設置さ
れて学内のさまざまな教育研究資源を用いた展覧会活動の場となった。
　4月1日、開館、一般公開開始。博物館建設検討PGが発足して準備作業が本格化した
2000年春からは、丸4年の歳月が過ぎていた。
新博物館建設年表
1997年
1月
1999年
11月
2000年
3月21日
4月20日
6月20日
7月26日
B地区パイロットプランB－4案提示
「B地区新博物館建設構想について」を新校舎建設推進部署へ提出
博物館建設検討プロジェクト・グループ（以下、博物館検討PG）発足
；博物館施設要求項目について
「B地区開発博物館設立に関する企画案」提出
博物館PG；大学史展示の併設について
博物館PG；博物館施設要求項目について
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11月16日
　　30日
12月5日
2001年
1月31日
2月15日
　　20日
　　22日
3月5日
　　28日
5月18日
6．月15日
7月4日
　　18日
　　31日
8月7日
9月6日
10月　24日
12．月3日
2002年
1月18日
2月6日
3月29日
4．月18日
　　26日
5月2日
　　17日
6月13日
　　19日
7月1日
　　22日
　　25日
8．月26日
10月16日
　　28日
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B地区再開発計画構想案スケッチ提示
基本設計案図面第1案提示
情報機器類設置について要望提出
「施設要求項目一覧表」検討・提出
理事長「B地区基本設計案」提示
「施設要求項目一覧表」検討
「施設要求項目一覧表」検討・提出
基本設計案図面第2案提示
博物館PG；22日提示の建築設計案について
基本設計案図面第3案提示
「各室諸元調査表」提出
消火設備プラン提示
展示実施設計スケジュール・展示室設計について打ち合わせ
展示設計スケジュール・展示計画配置案・展示シナリオ・展示演出計画に
ついて打ち合わせ　特別展示室・常設展示室設計案提示
特別展示室・常設展示室設計案検討会
情報設備基本設計図提示
「B地区実施計画」理事長から公示
情報設備基本設計図提示
収蔵室仮移転（商品・考古）
博物館PG；展示室施工スケジュー一ルについて
特別展示室・常設展示室設計案検討会
特別展示室・常設展示室設計案検討会
特別展示室・常設展示室設計案検討会
特別展示室・常設展示室設計案検討会
展示案検討
展示レイアウト図提示
特別展示室・常設展示室設計案検討会
各室家具レイアウト図提示
展示工事実施設計図提出
各室家具レイアウト図提示
防犯計画について打ち合わせ
各室家具レイアウト図提示
各室家具レイアウト図提示
防犯設備打ち合わせ
第1回展示施工PG；展示工事日程について、導入展示について、考古展
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11月25日
　　29日
12月　10日
　　11日
　　16日
18日
19日
20日
2003年
1月15日
　　16日
　　27日
　31日
2月3日
　　13日
　20日
　21日
　25日
3月11日
　24日
4月1日
　　21日
　　22日
　　24日
　28日
5月12日
　　13日
　20日
　　23日
6月2日
　示室の設計変更について、特別展示室防犯体制について、特別展示室展
　示ケースの仕様について
各室家具レイアウト図提示
第2回展示施工PG；導入展示について、展示資料リストの書式について、
　特別展示室防犯体制について、常設展示室展示ケースの仕様について
防犯システム計画案提示
展示施工分科会（考古）
展示施工分科会（刑事・商品・大学史）
第3回展示施工PG；導入展示について、特別展示室防犯体制について、
　展示資料リストの書式について、常設展示室展示ケース仕様について
防犯システム計画案提示
展示施工分科会（刑事・考古）
展示施工分科会（商品・大学史）
展示グラフィックのデザイン案提示
展示施工分科会（刑事・考古・商品）
第4回展示施工PG；導入展示について、展示資料リストについて（経過
　報告）
常設展示資料リスト提出
防犯システム計画図修正案提示
監視カメラ設置確認
展示施工分科会（刑事）
展示施工分科会（考古）
展示施工分科会（商品）
展示施工分科会（大学史）
第5回展示施工PG；導入展示について、展示資料リストについて（経過
　報告）
備品レイアウト・仕様について打ち合わせ
情報コンセント設置案図面提示
防犯計画打ち合わせ
展示施工分科会（刑事・商品）
収蔵室収納棚仕様について打ち合わせ
備品仕様最終確認
第6回展示施工PG；導入展示について、グラフィック原稿について、色
　彩計画について
防犯システム計画提示
考古新展示用レプリカ模擬展示
情報コンセントについて打ち合わせ
展示グラフィック原稿提出・調整（～6日）
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6月3日
　　16目
　　23日
7月16日
8月4日
　　8日
9月4日
　　29日
10月3日
　　6日
　　10日
11月5日
　　11日
　　19日
　　25日
12月2日
　　10日
　　25日
2004年
1月13日
　　18日
　　30日
2月2日
　　9日
　　12目
　　26日
　　27日
3月6日
　　8日
　　15日
　　22日
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館内サイン類基本計画打ち合わせ
ミュージアム・ショップについて打ち合わせ
第7回展示施工PG；グラフィック原稿提出状況報告、展示取付パーツ実
　測について、展示資料リストの現状、展示室における造作について（特
　別展示室の東京文化財研究所による監修、貝層剥離標本配置）、常設展
　示室バナーサイン、各テーマ展示に伴う見直しについて
照明実験
第8回展示施工PG；導入展示について、照明実験について
展示資料取付パーツ仕様調査開始（展示物測定・～9月5日）
展示グラフィック初校出（再校以降は各部門ごとのスケジュール）
照明実験（考古）
第9回展示施工PG；グラフィック関係の現状報告、展示テーマ見直し計
　画、特別展示室の施工について、サイングラフィックについて、展示室
　の色彩計画について、照明計画について
展示案内図録編集打ち合わせ
ミュ・一一ジアム・ショップ打ち合わせ（以降、月1・2回継続）
収蔵室収納棚仕様について打ち合わせ
展示案内図録、リーフレット類原稿入稿
博物館移転作業について打ち合わせ
展示案内図録初校出
第10回展示施工PG；グラフィック関係の現状報告、展示テーマ見直し計
　画、展示室・収蔵室の環境測定について、サイングラフィックについて
収蔵室収納棚設備打ち合わせ
展示補助具最終打ち合わせ
新校舎アカデミーコモン竣工
展示室音響設備打ち合わせ
博物館移転作業打ち合わせ
収蔵室収納棚設置工事（～2月25日）
新博物館ボスタ・一一一・チラシ納品
第11回展示施工PG；サイングラフィックについて
常設展示展示資料移転（～12日）
常設展示列品作業開始（～21日）
アカデミーコモン博物館施設検収
展示案内図録・リーフレット納品
アカデミーコモン竣工記念式典
収蔵資料移転作業（～11目）
収蔵図書移転作業（～17日）
事務室移転作業
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3月23日
　　31日
4月1日
収蔵資料移転作業（～25日）
開館記念式典・内覧会開催
開館　一般公開開始
商品部門展示室（2003年12月9日） 商品部門展示室（2004年2月6日）
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